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向谷地宣明

路上経験者、ピアサポーター

渡邊基延

路上経験者、ピアサポーター

鈴木隆夫

べてぶくろ / ハウジングファースト / 当事者研究

課題にアダプティブになる

北海道浦河



浦河べてるの家

2010年4月ＮＰＯ法人TENOHASIと
NPO法人世界の医療団とハウジン
グファースト東京プロジェクト
（医療・福祉支援が必要な生活
困難者が地域で生きていける仕
組みづくり・地域づくりに参加
すること）を開始

聞き取り調査と診察の結果、
ホームレスの約１５％が統合失
調症っぽい、約半数は何らかの
精神障害を抱えていることがわ
かった。

ハウジングファースト東京プロ
ジェクトにおいて、東京・池袋
を拠点に2010年11月より路上か
ら住まいを得るための「ふぁみ
りあ」事業をはじめる。その日
中活動として「べてぶくろ」の
活動がはじまる。

現在はつくろい東京ファンド、
ハビタット、ゆうりんクリニッ
ク、訪問看護カゾックなどを加
えた７団体がハウジングファー
スト東京プロジェクトに関わっ
ている。

ハウジングファースト東京プロジェクト



３月以降活動休止中



夜回り・炊き出し（てのはし）

毎週水曜日に池袋駅周辺を回り、路上などに寝ている方におにぎりや手作りパ
ン・チラシを配りながら医療・生活相談を行います。
毎月第二・第四土曜日に東池袋公園で炊き出しを行っています。



よくある素
朴な疑問！

• どうしてホームレス状態になるの？

• こうしたらホームレス状態になるという、
パターンのようなものはあるの？

うーん、どうかな、、、？

プロフィール

渡辺基延（わたなべもとのぶ）

昭和４７年、東京都足立区生まれ。

母子家庭で長男として育ち、中学卒業後から就職
をする。運送会社で勤め、２０歳で家を出た。

引っ越し屋などの派遣会社でアルバイトをし、一
方で生活保護を受けながら簡易宿泊所で生活して
いた。そこでの集団生活に馴染めず、３０回以上
転々とした。

ホームレス支援てのはしや仲間との出会いによっ
て、前向きに生活していくことを決意した。現在
は、ワーカーの支援を受けながらアパートでの生
活を送っている。



プロフィール

鈴木隆夫（すずきたかお）

昭和５３年、福島生まれ。

１２歳から新聞配達のアルバイトをしてお金を
家に入れていた。

中学２年の時、人間関係の苦労をきっかけに、
不登校になる。

１５歳で部品加工の工場で働くも、１年でやめ、
その後２０ヶ所ほどの職場を転々として、上野
でホームレス状態となる。

共通する特徴①

家や家族に居場所がない

子供の頃から、家に居場所のなさを感じ
ていた。

鈴木は、小学生の頃からよく家を出され、
公園で寝泊まりする日もあり、近所に見
つからないように隠れていたりした。い
まも家族との折り合いが悪く、帰れない。

渡辺はギャンブル依存である父親の母親
への暴力にびくびくして暮らしていた。

→ 「親族（血縁）による共助」が働きにく
い環境だった。



共通する特徴②

職場を転々としてきた

十分な教育機会がなかったため、定職に就く

ことも難しく、派遣労働や日雇い（飯場）を転々

としてきた。景気の影響を受けやすく、不景気

になると立ち行かなくなる。

てんかんや統合失調症などの障害や病気も抱え

ているため、支援を受けずに生き延びるのは困難

だった。

→ 子供の頃から一生懸命やってきたが「自助の限
界」がある。

共通する特徴③

福祉や支援につながるチャンネルがない

社会の仕組みや支援の制度などは基本
的によく知らないため、相談したりSOS
を出したりすることが難しい。

ホームレスになってはじめて相談が可
能になった。

→ 自分から声を出して申請しなければ

支援が受けられないので「公助につな
がれない」。



路上生活では様々な苦労を経験してきました！

とくに、「お金がない」時どのようにしてきたのかを

みなさんにほんの少しだけですが

ここで紹介したいと思います！！

みなさんだったら、

「お金がない！」

という時、どうしますか？



お金がない！どうする・・・？

① “いいひと”と出会う努力をする！

・ひげをたくわえる

・汚い服を着る

・「死にそう」という表情で訴える

・フラフラ歩く

・「恵んでください」と頭を下げる

・たまに諭吉さん と出会えることも

②役所まわりをする！

・食料（カンパン、缶詰など）をくれるところ、
お金（交通費）をくれるところなど、役所に
よって違うので、特徴を知っておくとよい

・腹持ちのよいアルファ米が一番人気

③コンビニやお店に出向く！

・ごみ箱の中にあるお弁当、残飯を探す

・現在はごみ箱に鍵がかかっているところが多
く、難しくなっている

④炊き出しや教会などに行く

・洋服やお金をもらえるところもある



⑤働く！

・日雇い派遣や飯場、アルミ缶集めなどをする

⑥自分の個人情報や住基カードなどを売る！

・違法なので、よい子は真似しないでくださいね

⑦落ちているものを拾って売る！

・きせる、てっぽう（お金を払わずに駅に侵入）
をすることで電車内に置いてある雑誌や新聞を集
め、サラリーマンに売る

・きせるをする際は綺麗な格好をすることが大事

・前の人に密着したり、「トイレ貸してくださ
い」と言ったりして改札を通ることができる

⑧あえて職務質問を受ける！

・挙動不審にふるまい、警官と目を合わせる

・身の上話をしてお金をGET



僕はこうして生き延びてきました
鈴木隆夫編

• ある日、東京駅を歩いていたら、若い男性が声をかけてきた。当時、所
持金は９００円で、なにか仕事がないかと思っていたので、仕事を紹介
してくれると思い込み、ついて行くと、そこは川崎にある「反社会勢
力」の事務所だった。そこでは、銀行口座や住基カードやクレジットの
個人情報を組に買い取ってもらい （ちなみに強制。全部で１０００円
くらい）、食事や着るものをもらいながら、事務所の門番や組長の愛人
宅の見張り、区のパトロールなど、下働きをして１年以上を過ごした。

• 体はだんだん痩せていって、日常的に暴力などもあることから、パト
ロールの最中に仲間と溝ノ口まで逃亡。

• その後も、ホームレスをしたり飯場を転々として、４年後にようやく支
援につながり、今日にいたる。

Housing First
• 「恒常的な住まいを即時に提供する」

＋

• 「多職種連携のコミュニティアプローチ」

を組み合わせた、アメリカではじまった支
援の仕組み



HSのキーフレーズ

個別的で恒常的な住まいはご褒美ではない。

リカバリーのためのツールそのものだ。

従来の考え方

• 個別的かつ恒常的な住まいに入るには、「準備期間」が必要。（そして、準備が
不十分だと見られれば、そうした住まいを手に入れることは困難）。そして、そ
うした住まいは、治療や準備に対するご褒美とし与えられる。

• ホームレス状態のケースでは、多くがまず「ドヤ」と呼ばれる簡易宿泊施設に入
る。しかし、その生活のなかで半数以上の当事者が脱落してしまい、また再路上
化してしまう。



Housing First
方式

• 個別的で、治療と切り離された住まいを
持つことは人間の基本的人権であり大切
な尊厳である。HFは自尊心を高め、リ
カバリーへと向かう個人をエンパワーメ
ントする。

• 当事者のニーズに基づいた多職種のコミ
ュニティアプローチと自己決定を前提と
して、個別的かつ恒常的な住まいへの入
居が検討され、その生活のなかで必要な
課題への取り組みが当事者と支援者の共
同で行われる。

最大の障害は支援者の「先入観」

Approach of Housing First 
ハウジングファーストによるアプローチ

「ホームレス」の人が「居宅に住むための準備期間が
必要である」という「先入観」を排して

個別の住まいを即時提供

+個別ニーズに応じたサポート

（ピアサポーターを含む多職種連携のACTチーム）

住まいを「ご褒美として与える」のではなく、リカバ
リーのためのツールとして提供。

SAMHSAのEvidence based Practice として認定され、米
国・カナダフランスなどで行われているホームレス支
援の先行モデル

Housing Treatment



Map of traditional homeless services programs: 
Typically defined by a series of steps 
(assumes consumers need to be “housing ready”)

「昔ながらの」ホームレス支援における住まいの提供のステップ

Permanent

Housing

アパート

Transitional

Housing

施設

Drop-in,

Shelter,

Safe haven

シェルター

Outreach
アウトリーチ・路上

悪循環、路上生活の長期化

ケアの必要な人ほど路上に取り残
されている結果に。







「テクニカル（technical）」と「アダプティブ（adaptive）」

「技法以前」＝「非テクニカル」であれ

「テクニカル」アプローチ
− 技術的課題解決、手術、薬物療法など

「アダプティブ」アプローチ
−「幻聴から幻聴さんへ」

「分裂病になったら友達が増えた」
「仲間からもらったアメが幻聴に一番効く」
「降りてゆく生き方」
「研究しよう」

「当事者研究」「ハウジングファースト」「オープンダイアローグ」
「ハームリダクション」などは、「アダプティブ」な要素がある

当事者研究200

当事者研究は・・・

342015/8/6

研究者の「知」

専門家の「知」

当事者の「知」
病気や症状の経験
生活の情報

Co-Production

共同創造
Co-Production

共同創造

自分についての情報を増やす
自分の助け方を知る
周囲と共有して生活に活かす

自分についての情報を増やす
自分の助け方を知る
周囲と共有して生活に活かす



【大好き＆反対言葉作戦】
「きらい」幻聴さん には 「大好き」
「ブス」幻聴さん には「かわいいね」

と反対の言葉を言う

（効果）
幻聴さんの性格が優しくなってきた

あっちいけ！

大好きだよ♥
かわいいね♥

新技！【幻聴さんバキューム法】
仲間に取り憑いた幻聴さんを缶に吐き出し
、愛情も詰め込んでもらう。
（効果）
幻聴さんでいっぱいだった私の中に、みん
なの愛がさんさんとふりそそぐ！

↑仲間に
幻聴さんが
乗り移る

幻聴さんと
愛情を缶に
入れてもらう

集めた幻聴さんは自然に帰す

愛情の缶は
宝物に！



自分自身で、共に
「弱さ」の情報公開

経験は宝
前向きな無力

病気は治すよりも活かす
「人」と「こと（問題）」をわける
「笑い」の力 ‐ ユーモアの大切さ
「見つめる」から「眺める」へ

言葉を変える、振る舞いを変える
研究は頭でしない身体でする
自分を助ける、仲間を助ける

主観・反転・「非」常識
いつでも、どこでも、いつまでも


